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イシュアーにおけるEMV 3-Dセキュア推進ロードマップ

クレジット取引セキュリティ対策協議会
EMV 3-Dセキュア等推進WG

2023年11月14日
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・クレジット取引セキュリティ対策協議会（以下、協議会）が2023年3月に策定・公表したクレジッ
トカード・セキュリティガイドライン4.0版（以下、セキュリティガイドライン4.0版）では、イシュアーに
対して、EMV 3-Dセキュアの導入、動的（ワンタイム）パスワード等による認証の環境整備の上、
2025年3月末までに自社カード会員がEMV 3-Dセキュア、動的（ワンタイム）パスワード等の登
録を行うよう取り組むこととしている。

・不正利用被害額の早期削減の実現のためには、カード会員のEMV 3-Dセキュアの登録、動
的（ワンタイム）パスワード等での運用を順次進めていく必要があることから、イシュアーによる
EMV 3-Dセキュアの導入、カード会員によるEMV 3-Dセキュア・動的（ワンタイム）パスワード等
の登録を促進するための取り組みに加え、業界横断的な周知・啓発活動を行うためのロード
マップを作成したものである。

１．はじめに
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求められる対応取組事項

 未導入イシュアーによる即時導入
※95％(*1)は導入完了（2023年10月末現在）

（１）EMV 3-Dセキュアの導入

【目標】2025年3月末時点で、 EC利用会員ベース(*2)で
80％
 カード会員へのEMV 3ｰDセキュアの利用登録の要請
 EMV 3-Dセキュアの利用登録に関する周知・啓発（業界
横断的に実施）

（２）カード会員へのEMV 3-Dセキュ
アの利用登録の推進

【目標】2025年3月末時点で、 EMV 3-Dセキュア登録会員
ベースで100％
 動的（ワンタイム）パスワード等による認証を実施するため
のシステム構築

 カード会員への動的（ワンタイム）パスワード等の利用手続
（携帯電話番号やメールアドレスの登録、アプリのダウン
ロード等）の要請

 動的（ワンタイム）パスワードの利用に関する周知・ 啓発
（業界横断的に実施）

（３）動的（ワンタイム）パスワード等
による認証の実施

■全てのイシュアーにおける取組

*1 クレジット取引セキュリティ対策協議会 EMV 3-Dセキュア等推進WGによるアンケート調査回答会社のうち、国際ブランド付きクレジットカードを発
行するイシュアーの調査結果。

*2 過去1年間にEC取引（インターネット取引） でのクレジットカード利用実績がある会員。

２．イシュアーにおけるEMV 3-Dセキュアの導入推進ロードマップ
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2025年2024年2023年

イベント

EMV 3-Dセキュアの導入

カード会員へのEMV 3-Dセ
キュアの利用登録の推進

動的（ワンタイム）パス
ワード等による認証の実
施

業界横断的な周知・啓発

◆2023/11
ロードマップ公表

◆2024/3
セキュリティGL改定

95％導入完了

カード会員への動的（ワンタイム）パスワード等の利用手続の要請

2025年3月末までに80％
（EC利用会員ベース）

2025年3月末までに100％
（EMV3DS登録会員ベース）

EMV 3-Dセキュアの利用登録／
動的（ワンタイム）パスワード等の利用

動的（ワンタイム）パスワード等による
認証に係るシステム構築

◆2025/3
全てのEC加盟店で
EMV3DS導入

未導入イシュアの即時導入

３．イシュアーとして取り組むべき事項とスケジュール

カード会員へのEMV 3-Dセキュア利用登録の要請


